
三重県医療政策課

資料５

次期三重県がん対策推進計画の
数値目標等について



1.現行の数値目標

2. ロジックモデルの活用

3.数値目標の設定
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現計画の目標

現在の目標の課題

 「がん予防」、「がん医療」、「がんとの共生」と分野ごとに目標を定め各取組を進めているが、すべての
数値目標が同列に並べられている。

 「めざす姿」が明確となっていないため、各目標の達成をめざすことで、どのような成果が得られるかを
記載することができていない。

 各目標と施策がどのようにつながっているかが明確となっていない。

次期計画を策定するにあたり、目標設定の整理や、各目標と施策のつながりを
明確にする必要がある。

現計画において目標として設定しているもの

⇒ 参考資料２のとおり



1.現行の数値目標

2. ロジックモデルの活用

3.数値目標の設定
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ロジックモデルについて❶

ロジックモデルとは

 施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的な関係を体系的に図式化したもの。

 国の医療計画の改正後指針において、施策の検討や計画の評価の際、また各々の施策と
解決すべき課題との連関を示す際に、各都道府県においてロジックモデル等のツールの活用
を検討することとされた。

個別施策

指標

住民のあるべき状態

個別施策

指標

中間アウトカム

指標

中間アウトカム

指標

分野アウトカム

指標

イメージ図
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ロジックモデルについて❷

ロジックモデル導入による効果

 計画の各段階（現状把握、策定、評価、見直し等）に活用することで、PDCAサイクルの
質の担保が期待でき、数値目標と施策の関連性を明確化できる。

 ロジックモデルの考え方を計画本文に落とし込むことで、論理的な計画の策定に繋がる。

現 状

 三重県がん対策推進計画においては、ロジックモデルを導入しておらず、各施策とアウトカム
の関連性を明確に示している状況ではない。

対応案

 次期計画においては、ロジックモデルを導入することとしてはどうか。

 計画本文における「めざす姿」の在り方や、現状では同列に並んでいる数値目標を整理し、
分野における全体目標、各施策における個別目標と、その関係性をロジックモデルの考え方
を基に議論してはどうか。
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ロジックモデルと数値目標の整理

事務局案

 ロジックモデルにおける最終アウトカムを計画における「めざす姿」と位置付けてはどうか。

 ロジックモデルにおける中間アウトカムについては、国が示している指標例を参考に配置し、
特に重要と判断される指標を個別目標として設定してはどうか。

 ロジックモデルにおけるアウトプットを追加し、計画で掲げる各施策とリンクさせてはどうか。



1.現行の数値目標

2. ロジックモデルの活用

3.数値目標の設定
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三重県がん対策推進計画の目標設定

目標の位置付け

 目標を設定するにあたり、めざす姿（最終アウトカム）＞全体目標＞中間アウトカム＞
個別目標＞施策といった流れを意識する必要がある。

 国が示す重点指標を中心に個別目標を定め、それ以外の指標については計画の進捗を
把握するための指標としてロジックモデルに組み入れることを検討してはどうか。

現在の目標の課題（再掲）

 「がん予防」、「がん医療」、「がんとの共生」と分野ごとに目標を定め各取組を進めているが、すべての
数値目標が同列に並べられている。

 「めざす姿」が明確となっていないため、各目標の達成をめざすことで、どのような成果が得られるかを
記載することができていない。

 各目標と施策がどのようにつながっているかが明確となっていない。



国が定める指標例について（がん） 医政地発0331第14号 令和５年３月31日
厚生労働省医政局地域医療計画課長通知 より抜粋
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ご議論いただきたいこと

主な論点

 全体目標として、国がアウトカムにおける重点指標として示している「がん種別年齢調整死
亡率」および「がん種別年齢調整罹患率」を設定してよいか。

 個別目標として、特に設定すべき項目はあるか。


